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[トランジスタ技術誌の記事の補足説明] 

 [記事の修正] 

「訂正とお詫び」は２００５年９月号の２８１ページに掲載されていますが、ここに分かりやすい修正情報を掲載しまし

た。 

１． １９９ページの冒頭、第二文節  

 

筆者の原稿には「ここまで充電式の電池に入れ込むと」としていました。 

２次電池を製作したり分解したりしたことがありませんので、２次電池に入れ込む、あるいは２次電池関連製品の製

作に入れ込むとなるべきところです。 

２． ２００ページの図４ ＤＳ２７５１Ｒの注意書き 

  

「５」が抜け落ちている 原稿 

３． ２０１ページの写真１（ｂ） 

 



図７の表面実装部品のマウント図を見れば分かりますが、MAX8885 の位置と DS2751E の位置が間違っています。

ちなみに、DS2751E とした部品は水晶振動子です。 

４． ２０２ページの図５ 

 

電池電圧入力の入力インピーダンス（抵抗）が５MΩで、

図４の回路図を見れば分かりますが、この端子に直列

接続する抵抗の値は１KΩです。 

原稿には無記入だったところを、間違って記入されてい

ます。 

５． ２０２ページの図６ 

 

DS2490S のブロック図に端子の機能名を説明していま

す。「VB ３．３V 電源」もその内の一つですが、あたかも

機能ブロックのように書かれていますが、箱は不要で

す。 

６． ２０３ページの部品表  

 

エクセルで作成した原稿では、「電池ホルダ基板の使用部品リスト」として本体の部品リストとは分けていました。 

これは筆者のチェックミスですが、0.1μＦ/25Ｖのチップ・コンデンサの使用個数は２個ではなく３個です。（８月１４日

追加） 

７． ２０５ページの図８ 

 



LED1 の電流制限用の抵抗ですからインダクタであるはずはありません。Ωのミスタイプです。 

８． ２０６ページの右側コラム、１５行目と１７行目 

 

１５行目は１９９ページの冒頭にもある２００２年５月号です。 

１７行目は筆者の原稿にミスタイプがあったのがノーチェックで残ってしまいました。 

９． ２０５ページの右側コラム、１行目～３行目（２００５年７月１３日追加） 

印刷原稿を作るためのｐｄｆファイルと電池ホルダ基板のパターン図は、CQ出版社のダウンロードサービスのサーバ

ーにアップロードされる記述になっています。実際、アップロード用のファイルは、トランジスタ技術誌の編集部に送っ

てありましたが、同社との確認作業の時にこれらの二つのファイルがないことに双方が気付きませんでした。ここに

準備しましたので、必要に応じてご利用ください。 

プリント基板の印刷原稿を作るためのｐｄｆファイル ＞＞ ダウンロード 

電池ホルダ基板のパターン図 ＞＞ ダウンロード 

[追加情報] 

誌面の都合上掲載されなかった情報 

［その１ USB と１－Wire 用のアダプタ］ 

DS2751E の回路だけを作成して、この回路の DQ端子と写真のよう

な DS9490R という USB と 1-Wire の I/F アダプターとを RJ-11 の電

話機用のモジュラー・ケーブルで接続することも出来ます。 

6 ピンのモジュラージャックを使用すると、このアダプタ経由で USBの

5V も回路に供給可能です。しかし、このタイプのジャックが付いたケ

ーブルは入手困難ですので、イーサネット用のケーブルコネクタの左

右を 0.7mm、長さ方向に 13.5mm 削ることで使用できるようになります。 

［その２ MAX8885EUK33 のマーキング］ 

MAX8885 は SOT23 という小さなパッケージですので、IC の型番は ADLH というマーキング（別名トップマーク）

で表示されています。 

［その３ 基板製作のアドバイス］ 

下記の説明が省略されていますので、ここに復刻します。 

空気が乾燥した冬場やエアコンが効いて低湿度になっている室内での作業には、人体に蓄積した静電気の放

電に充分注意してください。水晶振動子の半田付けにはあまり時間をかけないように半田付けします。 



３つのＩＣ全てが表面実装のパッケージですので、配線の障害となるランドを前もって剥がしておくことと、銅箔テ

ープを使用してＩＣ下部にパターンを前もって作っておく必要があります。X-Y の座標を参考にして間違った位置

のランドを剥がしてしまわないように、細心の注意を払ってください。 （- この間掲載済み箇所 -） IC1 のマウ

ントには 3・4 番ピン側のランドを残しますので、IC1 はこのランドに固定します。IC2 のマウントには、７個のラン

ドの外側のランドを除く５個のランドを、穴を境にしてそれぞれを２個に分割します。IC2 を何も加工していない

両側の４個のランドに固定します。IC3 の場合は 4・５番ピン側のランドに固定します。 

 


